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Baby Kumon教室開講中0～2歳の親子で参加
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◆
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ほ
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そ
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こ
う
し
ょ
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宝
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小こ
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元 

自
衛
隊
三
等
陸
佐

 

（
61
歳
・
真
壁
町
白
井
地
区
）

　

小
林
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
４
月

に
少
年
工
科
学
校
に
入
校
後
、
勝

田
、
宇
都
宮
、
座
間
、
高
田
、
古

河
な
ど
で
要
職
を
歴
任
し
、
平
成

27
年
４
月
に
朝
霞
駐
屯
地
に
て
施

設
器
材
班
長
で
退
官
さ
れ
、
約
39

年
間
の
在
職
中
、
自
衛
隊
員
と
し

て
国
防
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、「
こ
の
度
の
受
章
は
、

妻
を
は
じ
め
家
族
の
理
解
や
同
僚

の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
受
章
の

喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
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（
88
歳
・
友
部
地
区
）

　

島
田
さ
ん
は
、
昭
和
32
年
４
月

に
結
城
中
学
校
教
諭
と
し
て
着
任

以
来
、
岩
瀬
東
中
学
校
教
諭
、
友

部
中
学
校
教
諭
、
岩
瀬
西
中
学
校

教
頭
、
鯉
渕
小
学
校
校
長
な
ど
を

歴
任
。37
年
間
に
わ
た
り
、学
校
教

育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、「
こ
の
度
の
受
章
は
、

人
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
誠

に
あ
り
が
た
く
、
感
謝
の
念
で
一

杯
で
す
」
と
受
章
の
喜
び
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

◆
黄お

う
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章

　
柴し

ば

　
照て

る
あ
き明
さ
ん

　
　
中
山
産
業
厚
板
製
造
部
部
長

 

（
58
歳
・
真
壁
町
源
法
寺
地
区
）

　

柴
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
に
神
戸

製
鋼
所
に
入
社
し
、
現
在
は
同
社

構
内
の
中
山
産
業
に
出
向
。

　

長
年
、
ア
ル
ミ
板
の
加
工
な
ど

に
携
わ
り
、
4
層
合
わ
せ
材
を
せ

ん
断
し
た
際
に
発
生
す
る
「
中
耳

跳
び
だ
し
」
と
い
う
品
質
異
常
を

改
善
し
生
産
能
力
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
氏
は
、「
こ
の
度
の
受
章
は
、

皆
さ
ま
の
ご
支
援
お
力
添
え
の
賜

た
ま
も
の

と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」と
受

章
の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

◆
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ほ
う
し
ょ
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綬
褒
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又ま

た
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ら村
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ず
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さ
ん

　
　
保
護
司

 
（
74
歳
・
西
飯
岡
地
区
）

　

又
村
さ
ん
は
、平
成
７
年
7
月

に
保
護
司
と
し
て
委
嘱
を
受
け
て

以
来
、26
年
間
の
活
動
で
、犯
罪
や

非
行
を
し
た
人
の
早
期
更
生
を
助

け
、地
域
の
犯
罪
、非
行
の
予
防
を

図
る
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
氏
は
、「
私
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
と
家
族
の
協
力
の
お

か
げ
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
こ
の
栄
に
恥
じ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
保
護
司
と
し
て
精
進

し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
」と
受

章
の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
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